
多々良川水系におけるタナゴ類の分布域の推移とタナゴ類・
二枚員の生息に及ぼす都市化の影響
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1.は じめに

九州には在来種 として6種のタナゴ類が生息する (ニ

ッポンバラタナゴ :動雄 ″ οθθ″a′zJsれ囲物ars;カゼ

トゲタナ ゴ :′.蘭訪θ″sls a′ rθ″九ぉ ;カ ネ ヒラ :

′θ力θガο
"aォ
カ″s JZmbθ″s;セ ボシタビラ :′. ′abゴra

subsp.2;ア プラボテ :乃熙戒ゴaノimbaι∂:ヤ リタナゴ :

スノa″οθοノaιの
10。
環境省レッドデーターブックはその

うちニッポンバラタナゴを絶滅危惧IA類に3),ヵ ゼ トゲ

タナゴとセボシタビラを絶滅危惧H類に指定している。.
このように,九州産タナゴ類はいずれも近年減少傾向が
著しい種である。

タナゴ類の減少要因として,外来魚による捕食と交雑 ,
水質悪化,農業用水路の三面化や近代化した圃場整備な
どが挙げられる3～ 5)。 外来魚問題を除けば,多 くは都市
化等の人為的要因である。国外では都市化と魚類相の関

連性について幾つかの報告があり,都市化による魚類相
の単調化

6～9),在来種の減少と移入 。外来種の増加など

淳
*

枝利子
*

誠 ―
摯

水環境学会誌 Journal of Japan society on Water Environment Vol.29,No。 12,pp,837-842(2006)

ぐ調査報告―Survey Report〉

勝
琢

口
宅
川

江
三
及

島
嘉
井

中
比
松

徳
隆
功

倉
　
村

鬼
乾

河

久
ネ

也
‥

信
*

Change in Dis"ibution ofBitterlings,and Erects Ofurbanization on Populations of

Bitterlings and Unlonid Mussds in Tatara luver syStelm,Kyushu,Japan

Norio ONIKURA■ ,Jun NAKAJMA士 ,Katsuhisa EGUCHI士 ,
Ryutei INUI士,Eriko HIGA妻 ,Takuya MIYAKE奮 士,

Kouichi KAWAMURA士士,Selichi MATSUItt and Shin OIKAWA士
キ Fishery Research Lbomゎり,Kyushu Univesi幌 2506 Tsuyazaki,Fukutsu,Fukuoka 811‐ 330t4,JO四
** Faculり Ofbittmes,Mie University,1515 Uchama.machi,TsL Mie 514-8507,Japan

Abstract

■ e populations ofJapanese bitterlings and unionid inusseis and the land use ofthe watershed were invesugated in 36

sampling sites in the Tatara river system in nonem KyushL Japan.Five bittening Species were found in ll sites in

the system. Although Rttοι勉困 ο
“
llttsル″

“
働s was found to be distributed in 23 sites ln 1983,this species was

found in hee sites inぬ is study。 ■le population ofthe bitterlhgs decreased in the tttes with a high urbanization mte,

althouまぬe pOpulations ofseveral other ish species showed no dependence on the urbania10n rate,■ e population
of tte mussels showed a negttve correlation with urbaniz威 lon r2山 . h addition,he mussels pppulations showed

positive relationship宙ぬ the bitteding populationso These three relationships indicate thtt the decrease in ie bitterling

population duc to the urbanレation of the wa鯰 劇hed was,Sponsible for the decrease in the mussel populatim.

Key words:Japanese bitterlings,unlonid mussels,urbaniz滋 lon,watershed,Kyushu

が指摘される
10'11)。 しかし,人為的要因の幾つかがタナ

ゴ類の減少要因とされているにもかかわらず,都市化が
タナゴ類に及ぼす影響について調べられた例はない。加

えて,タ ナゴ類は産JF床 としてイシガイ科の淡水産二枚
員を利用するため,タ ナゴ類の保全には淡水二枚貝類の

保全も同時に必要であるが。,二枚貝類と都市化につい
て,あ るいはタナゴ類と二枚貝類の生息密度の関連性に
ついて,野外調査によつて明らかにされた報告はない。
福岡市内を流れる多々良川水系の5河川については,

およそ20年前にバラタナゴ類を対象とした調査が行われ ,

同水系に6種のタナゴ類が生息し,一部の支流では優占種

がバラタナゴであることが報告されているla。 本研究は

当時と同じ採集場所,採集方法および漁獲努力量でタナ
ゴを中心とした淡水魚の生息とイシガイ科二枚員の分布

状況を調査し,現在のタナゴ類の生息状況を追跡すると
ともに,都市化とタナゴ類の関係および二枚貝とタナゴ

類の生息密度の関係について検討した。

* 九州大学水産実験所 〒811‐3304 福津市津屋崎2506
** 二重大学水圏資源生物学講座 〒514‐ 8507 津市上浜町1515

Vol.29 No。 12(2006)
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2.方   法

2.1 魚類調査
多々良川は九州北部の博多湾に流入する流程およそ

171mの 2級河りllである
1つ
。主な支流として,下流部で須

恵川と宇美川,中流部で猪野川と久原川が合流する。本
調査は木村ほかに従い

12),中
下流域を中心とした合計36

地点 (多々良川 :14地点 ;猪野川 :6地点 ;久原川 :4地

点 ;須恵川 :7地点 ;宇美川 :5地点)で行つた(Fig。 1)。
ただし,宇美川については現在河口域にて大規模な河川
改修工事が行われており,当時のSt。 1と 2については調査
できなかった。また,猪野り||については当時の調査地点
よりもさらに上流に1地点を加えて調査した。2005年6-
12月 にかけて,地点毎に初夏1回 ,晩秋 1回の計2回 ,調査
を行つた。各地点においてそれぞれ投網 (30節 2000日 )

を5投 し,採集された全ての魚種について現地で同定し,
個体数と体長を記録した後,採集地点に放流した。同定 ,

標準和名および学名は中坊
13)に
従つた。また,各河り||に

おいて可能な限り各種 1個体を10%中 性ホルマリンで固

定し,九州大学生物資源環境科学府附属水産実験所に標
本として登録した(アユ :FRLKo 050127;カ ワムツ :FHLK‐

050120,128,181;オ イカワ:FRLK‐ 050118,129,143,

155,176;ム ギツク :FRLK‐ 050116,131,180;モ ツゴ

:FRLK‐ 050122,152,161,174;カ マツカ :FRLK‐ 050125,

130, 144, 157, 173; ツチフキ :FRLK‐ 050153, 178;

イ トモロコ:FRLK‐ 050117,133,171;コ イ :FRLK‐ 050123,

141, 148, 163, 168;オ オキンブナ :FRLK‐ 050111, 138

;ゲンゴロウブナ :FRLK‐ 050124,149,183;ギ ンブナ
:FRLK‐ 050109,132,182;アプラボテ :FRLK‐ 050115,
188:ニ ッポンバラタナゴ :FRLK‐ 050121,189;カ ゼ ト
ゲタナゴ:FRLK‐ 050119;カ ネヒラ:FRLK‐ 050H2,134,

172;セボシタビラ :FRLK‐ .050108,170;ヤ マ トシマ ド
ジョウ :FRLK‐ 050167;ス ジシマ ドジョウsp.:FRLK‐
050107,1“,179;ナ マズ :FRLK‐ 050135;メ ダカ :FRLK‐

050126, 136, 147, 165;ボ ラ :FRLK‐ 050142, 160;セ
スジボラ :FRLK‐ 050184;ス ズキ :FRLK‐ 050150,159,

185;オオクチバス :FRLK‐  050106, 162, 177;ブ ルー

ギル :FコEK‐ 050110,140,151,158,175;ド ンコ :FRLK‐

050114,139;ト ウヨシノボリ:FRLK‐ 050113,137,154,

156,166;チチプ :FRLK‐ 050145;ウ ロハゼ :FRLK‐ 050186

;ビ リンゴ :FRLK,050146;ウ キゴリ :FRLK‐ 050169
;マハゼ :FRLK‐ 050187)。

なお,ニ ッポンバラタナゴは中国大陸から移入された
タイ リクバラタナゴと交雑 し,純系のニッポンバラタナ
ゴが各地で姿を消 している

1～ 3)。
そして,純系と雑種の

外見的な識別は非常に難 しく,多々良川水系のバラタナ
ゴについては1983年 当時,タ イ リクバラタナゴと外形的
に顕著に異なることを明らかにしたものの,純系か否か
については触れずにバラタナゴ類として取 り扱つている
12)。

本研究では,現在の魚類学分野において最も一般的
なミトコン ドリアDNA解析 14)と 有孔鱗数の有無2)に よっ
て,多々良川水系で採集 された 10個体については少なく
とも全個体がニ ッポンバラタナゴ型の ミ トコン ドリア

DNA配列を持ち,形態的にもニッポンバラタナゴの特徴
を持つことを確認 した (未発表データ)。 また,1990年代
に須恵り||で採集 されたバラタナゴはニッポンバラタナゴ

76-

Fig.l Sampling曲 贈 in tte Tanra mv"sy颯
KDu,Jlpan

であることが確認されている
15)。 これらの理由から,本

論文で取り扱うバラタナゴについては,ニ ッポンバラタ
ナゴとして表記した。

2。 2 流域の都市化
多々良川水系において流域の都市化の状況を把握す

る材料として,2004年 に実測された2万5千分の1地図を利

用した1■ 上述の魚類調査における各地点の周辺lhm2を

解析範囲とし,その中に100mX 100mの 升目を100升作つ
た。そして,地図上に示された住宅 。工業・商業用地を
都市用地とし,それらが升目内を50%以上占めた場合 ,
その升目を都市用地と判断した。そして,都市用地と判
断された升目数の合計から各地点の都市用地の面積を算

出し,その値を調査地点の都市化の指標とした。
都市化と各魚種の生息の関連性について議論するた

めに,出現個体数と都市用地の面積について,Kendall
の順位相関により解析した。但し,タナゴ類は各種の出
現地点数が少なく:種ごとに解析できなかつたため,出
現した5種全てをタナゴ類として取り扱つた。シマ ドジョ

ウ類についても同様に出現した2種をシマ ドジョウ類と

してひとまとめにして解析した。

2。 3 員類調査
二枚員の調査は2005年 9-12月 に上述した36地点のう
ち,水深が深く調査が行えなかつた多々良川下流の7地点

を除く,計29地点で行つた。各地点ともlm2の コドラー
トを平瀬と淵にそれぞれ流心部2点 ,岸際に2点,無作為
に設置し,鋤簾(開 田部の幅20cm,高 さ15cm)を使つてア
サリやシジミを採集する要領で,深さがおよそ20cmと な

るように底質ごとかき取って採集した。採集した二枚員

は現地で近藤
1つに従つて同定した後,殻長を測定して放

流した。 ドプガイ類については地域による形態学的な変
異が大きく,外形で区分することが難しい。本来はドプ
ガイA“″οあ″ra spe→ およびドプガイB“″οあ″ra spo B)

に分けられるが17),今 回はドブガイ類として取り扱つた。

そして,地点ごとにlm2当 たりの生息数を算出して,各
地点における二枚貝類の生息密度とした。

出現した貝類の生息密度についてもタナゴ類と同様

に,都市用地の面積との関係について解析した。但し,
タナゴ類やシマ ドジョウ類と同様,出現地点数が少なく,

種ごとに解析できなかつたため,二枚貝類としてまとめ

水環境学会議 Jouma1 0f Japan Society on Water Environment
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｀
て取り扱つた。また,タナゴ類の出現個体数と二枚員の
生息密度について,KendJlの 順位相関により解析した。
2.4 外来魚の出現とタナゴ類の出現との関係解析
先に述べたように,タナゴ類の減少要因と

・
して外来魚

の影響についてもしばしば論じられるため,ブルーギル
エタο″お″acra働″ぉとオオクチバスMrrOprertt saJzO′花s

については,両種の出現がタナゴ類の出現に影響するか
否かを解析した。両種の出現・非出現地点において,そ
れぞれ以下の4つの式によリタナゴ類の出現確率を算出
して,外来魚の出現がタナゴ類の出現確率を低下させて
いるかどうかを検討した。

1.プルーギル出現地点におけるタナゴ類の出現確率 ‐
=ブルーギル出現地点中,タ ナゴ類が出現した地点数
/ブルーギルの出現地点数X100
2.プルーギル非出現地点におけるタナゴ類の出現確率
=ブルーギル非出現地点中,タナゴ類が出現した地点
数/ブルーギルの非出現地点数X100
3.オオクチバス出現地点におけるタナゴ類の出現確率
=オオクチバス出現地点中:タ ナゴ類が出現した地点
数/オオクチバスの出現地点数X100
4。 オオクチバス非出現地点におけるタナゴ類の出現確

率=オオクチバス非出現地点中,タナゴ類が出現した
地点数/オオクチバスの非出現地点数X100

3。 調査結果と考察

3.1 タナゴ類の分布域の推移
今回の多々良川水系における調査では,九州に在来す
る6種のタナゴ類のうち,5種のタナゴ類が全H地点にて
採集された(ニ ッポンバラタナゴ :3地点 ;カゼ トゲタナ
ゴ :2地点 ;カネヒラ :5地点 ;セ ボシタビラ :6地点 ;ア
プラボテ :3地点)。 多々良川,猪野川と久原川からそれ
ぞれ12,78および41個体が採集されたが,須恵川と宇美
川ではタナゴ類の生息は確認されなかったЬ
20年前の調査

121では,同様の調査地点,採集努力量に
より,九州に在来する全てのタナゴ類が採集されている。
また,須恵川と宇美川でそれぞれ154および54個体のタナ
ゴ類が採集されている。また,バラタナゴの出現地点を
地図上に表したところ,当時23地点で採集されていたに
もかかわらず,今回はわずか3地点でしか採集されていな
い(Fig.2)。 ヤリタナゴが採集できなかつた点,須恵川
と宇美川からタナゴ類が採集されなかった点およびニッ
ポンバラタナゴの出現地点数が大幅に減少した点が,20
年間の大きな変化である。

3.2 渡域の都市化と各魚種の個体数の関係
各調査地点の周辺漁m2における都市用地比率をFig。 3
に示す。須恵り||と 宇美川の都市化の進行が著しく,特に
宇美川については全ての調査地点において,須恵川につ
いては下流の地点において80%以上の都市用地比率を示
した。逆に,猪野り:|と 久原川については全体的に都市化
が進んでおらず,都市用地比率が40%を下回る地点が多
く認められた。
これらの値と各魚種の出現個体数の関係を散布図に
示す (Fig.ぅ。都市用地が増加するにつれて減少する傾
向が認められたのは,オイカワZaccO′″ンぉ 0,カ ワ
ムツz趨″ぼ配ガ o),イ トモ ロコ助

“
αJJ″お gra“恥 g7aC〃 JS
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Fig.2 Di銀 bution ofttο dしsο″Jrarぉ 腸″″θzs in
1983 and 2005 inぬe TatFa ttV∝ Sy"叫 Kyushu,
Japan

Fig。 3 The ntes ofth urb劉 商d aFeaS around

cach samplhg site

(C),ム ギツクPttg“ agiila力〔″′(D)およびタナゴ類(E)で あ

り,特にタナゴ類については都市用地比率が60%を超え
る地点にはほとんど出現しなかった。他の7種のギンプナ

CarassFtt sp.『 ),モツゴPsaあrasbοrapma(o,カ マツ
カPsa“あrblia gSac加 昴 esac加″s(0,ゲ ンゴロウブナC
c"ソ
=α
io,メ ダカ0ヴasル中銀 rar″ω (J),コ イCyprル雷

CarP,ο 的 ,シマドジョウ類 (Dについては都市化と個体
数の間に相関性は認められなかった。
20年を経過してタナゴ類が姿を消した須恵川と宇美
川は流域の都市化が進み,対照的にタナゴ類が今なお生

(1983)

(2005)

△ >l Llこ tidllal(s)

●ン10 illdil、 iclllds

● >100五血 、i贔1誠 s
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ていることが明らかとなつた。

タナゴ類以外において,用地利用との間に負の相関が

認められた4種は,いずれも日本の河川では中流から中上

流域に広域分布する魚である。多々良川水系は下流部の

方がより都市化が進行している一方で(Fig.2),こ れら4

種は下流部を代表する魚とは言い難く,都市化がより進

行する下流部には元々出現しない可能性もある。そのよ

うな点から,これら4種は河川内における流程分布に解析

結果が左若されている可能性がある。今回の調査はタナ

ゴ類を中心に行われた20年前の調査に基づいたため,下

流部を中心に調査を行つており,これらの4種の都市化と

の因果関係については,今回の調査地点よりもさらに上

流のデータを含めて解析する必要性があると考えている。

3.3二枚員の生息密度と流域の都市化およびタナゴ

類の生息密度の関係

今回の調査では,イ シガイ(助3iiOあ電Jaσたのとドブガイ

類が採集された。これらは多々良川では4準点,猪野川で

は4地点,久原川では3地点で採集されたが,須恵川と宇

美川からは見つからなかつた。生息密度はそれぞれの地

点で0。25-1。75個体 /m2でぁった。

各地点の都市用地比率と二枚貝の生息密度との関係を

F:g.5Aに ,タナゴ類の出現個体数と二枚員の生息密度

との関係をFig.5Bに示す。タナゴ類と同様に,二枚貝

類についても都市用地が増加するにつれて生息密度が減

少する傾向が認められた。また,タナゴ類の出現個体数

と二枚貝の生息密度との間には正の相関性が認められ,

二枚貝の生息密度とタナゴ類の出現個体数は密接に関わ

ることが示唆された。

本研究により,タナゴ類の個体数と都市化との間の負

の関係,二枚貝と都市化との間の負の関係およびタナゴ

τ=‐ 0◆ 691,Pく 0。 01

●
●.

20 40     60     80

Rate αb)Ofぬetめ a_d areas

100

o      10     20     30     40

Nmber← )OfbttC山び Cndudu」 s)

Fig.5 Therel戴 lonships bemeen mustt popultton and t驚
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息する猪野川と久原川は都市化が進んでいない。都市化

の進行状況は人口増加率からも裏付けることができ,流

域の市町村の20年間の人口増加率を計算すると,須恵川 ,

宇美川の流れる6市町では最大 1。5倍であつたのに対し,

猪野川と久原川の流れる久山町では約 1倍で人口増加が

見られない。また,今回の調査結果において,都市用地

比率とタナゴ類の出現数が負の相関性を示したことも,

タナゴ類が流域の都市化に伴い減少することを裏付ける

結果である。本流の流程が17km程度しかない小規模河川

の同一水系内において,人 口増加に伴い都市化の進んだ

地域と人口が横ばいで都市化の進んでいない地域があり,

タナゴ類の分布傾向や生息密度がそれに大きく左右され
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多々良川水系におけるタナゴ類の分布域の推移とタナゴ類・二枚員の生息に及ぼす都市化の影響

類の個体数と二枚員類の間の正の相関性が明らかとなつ

た。タナゴ類が産卵基質としてイシガイ科の淡水二枚貝

を利用することは周知の事実である
1'18,193。
著者らはこれ

らの事実から,都市化の進行に伴つて二枚貝が減少し,
産卵基質を失ったタナゴ類に影響を及ぼしたと推察する。

タナゴ類が二枚貝を基質として産卵するという特殊な習

性は卵,仔魚期の生残率を高める上で効果的であるとさ
れるが
2o,現
在の多々良川水系は必ずしもイシガイ類の

生息にとつては好適な環境であるとは言えない状況にあ

る。このため,発生初期の極めて重要な時期を他の生物
に依存するというタナゴ類の繁殖特性が,逆にタナゴ類
の種の維持にとつて極めて不利に働いていると言うこと

ができる。

二枚員が都市化の影響を受ける理由については現在

までのところ明らかとなつていない。Mllls and Reyonds

は水質が三枚貝およびヨーロッパタナゴに影響すること

を述べているが飢),少なくとも多々良川水系の水質につ
いては,下水処理設備の普及に伴い,20年前に比べて改
善されているようである

2)。
他の理由としては,二枚貝

類の幼生期の寄生生活が宿主の減少により影響を受けて

いる可能性も示唆される。ドプガイ類はヨシノボリ類に,

イシガイはオイカワ,カ ワムツ"ヨ シノボリ類にグロキ
ディウム幼生が寄生することが知られておりlη,本研究
ではイシガイの宿主であるオイカワとカワムツも都市化

と個体数の間に負の相関性を示していた。タナゴ類は二

枚員類に,二枚貝類は魚類に寄生するといつた複雑な種
間関係にあり,総合的な保全策を講じなければ,タ ナゴ
類の保全は難しいと考えられる。

都市化によつて河川の何が変化したのか,重要な検討
課題のひとつである.残念ながら,本研究ではそれにつ
いて論じるための調査結果は得られていない。しかしな

がら,著者らは今回の調査区域内に設置される可動堰と
固定堰の割合について注目したい(Tab!el)。 タナゴ類の

出現しなかった須恵川と宇美川の可動堰設置率は100%
であるのに対し,タナゴ類の残る多々良川,猪野りll,久
原川については3-4割程度である。そして,これらの可
動堰の多くは初夏には堰が立てられ,水位が高く維持さ
れていたのに対し,晩秋には約半数の堰が倒され水位は
下がり,堰下に大量の砂礫が流出していた。固定堰の場
合)堰上に砂泥を蓄える傾向にあり底質環境が安定し,
可動堰の場合,堰に蓄えた砂泥を増水時の堰の開放によ
リー気に押し流すため,底質環境が不安定になることが
予測できる。その結果,底質に影響を受けるであろう水
草,岸際の植生や二枚員の生息環境を悪化させることに
つながるのではないかと推察している。今後,固定堰と
可動堰の周辺部における底質環境に着目した野外調査を

行 う必要があると考えている。

3。 4外来魚の出現とタナゴ類の出現との関係
最後に,ブルーギルとオオクチバスの出現地点と非出
現地点におけるタナゴ類の出現確率を丁ab:e2に示す。
各地で問題となつている外来魚については,今回の調査
ではプルーギルとオオクチバスがそれぞれ 12お よび7地

点に出現した。しかしながら,両種の出現・非出現域に
おいて,タナゴ類の出現確率に差が認められなかった(プ
ルマギル :ノ =0。 0379,P=0。 846;オオクチバス:f=0.727,
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Table I The number and types of dams built within the

sarhpling sites in each river in the Tatara River
System

Rivers Fixed-crest Movable
dams dams

Tttara Re

ho R.

Kubara R.

Sue R.

UmiR.

10

6

6

0

0

７

３

４

８

３

Table 2 The appearance rate (%) of Japanese bitterlings at

the sites where exotic species such as Lepomis

macrochiras (Lm) and Micropteras salmoides (Ms)

appeared (A) and did not appear (No A) during this

research

No A
20.8
13.8

′=0。 394・ )。 タナゴ類の減少要因として外来魚の食害が言

われているが3～5),少なくとも多々良川水系においては

外来魚によるタナゴ類の分布域への影響は,現在のとこ
ろ問題ではない状況であると考えている。

4。 まとめ

1)多々良川水系のタナゴ類は20年間でその分布域が
大幅に減少した。都市化の進行する須恵り||と 宇美川では

その傾向が特に顕著であつた。

2)一部の淡水魚類は流域の都市用地比率の増大に伴
い減少する傾向が見られ,特にタナゴ類については顕著
であった。

3)タ ナゴ類の産卵基質であるイシガイ科二枚貝の生
息密度についても都市用地比率の増大に伴い減少する傾

向が見られた。

4)タ ナゴ類の個体数と二枚員の生息密度の間には正
の相関性が認められた。都市化の進行により,二枚貝、が
減り,その結果としてタナゴ類に最も顕著な影響が出る
ことが示唆された。

5)タ ナゴ類の生息が確認できなかった須恵りllと 宇美
川の調査区域内は全て可動堰である点が,タナゴ類の見
られる多々良川,猪野川,久原川との大きな相違点であ
り,可動堰,固定堰周辺の底質環境の調査が今後の検討
課題である。
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